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令和４年度に実施したみなさまからのアンケートの結果を反映しました。ご協力いただき、ありがとうございました。

インクルーシブ遊具等整備 全体イメージデザイン
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遊具やゴムチップの色に関して、変更となる可能性があります。



インクルーシブ遊具等整備 コンセプト ご紹介

●新規インクルーシブ遊具だけでなく、既存遊具も
滑り台を除いて残るため、多様な子どもたちが遊べ
る遊具エリアを目指しました。

●ゴムチップ舗装を遊具周辺や通路部に施すことで、
車イスや歩行器を使用している子どもでもスムーズ
に移動でき、衝撃を吸収するためケガのリスクを軽
減する効果があります。また、遊具周辺と通路部の
ゴムチップの色を分けることで動線や安全確保につ
なげます。

●遊び場にベンチを設置することで、遊んでいる子ど
もたちを見守りつつ、地域の方々との交流の場とし
てもご利用いただけます。

●工事の影響による既存樹木の伐採はありません。

平面イメージ（全体）

ゴムチップ舗装

①ベッドジャンパー

②ユニティー・スピンR

③インクルーシブぶらんこ

④クローバーサンドボックス現在の様子（2023年）
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インクルーシブ遊具 ご紹介

親子でも、子ども同士でも、また一人でも遊べるインクルーシブな遊具です。
低反発で圧力のかかった部分のみ変形するため、隣の子が跳ね飛ばされるなど
の危険もありません。誰でも一緒に垣根なく遊べる、安心なトランポリンです。

①ベッドジャンパー

回る感覚を楽しめる遊具です。姿勢の維持が難しい子どもでも安心して乗るこ
とができ、周囲にはサポーターベンチを設置。安全を確保し、保護者が座りな
がらでも子どもの姿を見ることができます。
シェードを設置することで、日光アレルギー・光線過敏症などの影響を受けや
すい子どもや大人に直接日光が当たらないよう配慮しました。

②ユニティー・スピンR

２種類のシート（飛行機の操縦席のようなパイロットシート・友達と乗ったり
寝そべって乗ったりできるグループスイング）が横に並び、みんなが同じ楽し
さを共有できます。シートは全て衝撃を吸収するクッションゴムがついている
ため、安心・安全です。
順番待ちの列を作るスペースを左右それぞれに確保しました。シートの周りに
も乗り移りやサポートしやすい十分な領域を確保しています。通常のシートを
利用したいときは、既存ぶらんこは残存するため利用者の分散も期待できます。

③インクルーシブぶらんこ

車いすなど乗ったまま遊べます。既存の砂場も残存するため、選んで遊ぶこと
ができます。同じ空間内で程よい距離感を保てるため、人づきあいが苦手な子
も安心して遊べます。また、安全領域内をゴムチップ舗装するため、転倒した
り上に登っても安心です。
大きなテーブルなので、おままごと遊びなど新しい砂場の楽しみが生まれます。

④クローバーサンドボックス
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工事スケジュール
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4月 5月 6月

補助金（区市町村だれもが遊べる児
童遊具広場事業）手続き

工事契約及び工事着手~完了日程は予定です。多少前後する可能性があります。

(仮)工事契約

備考

内　容

工事設計・周知期間

(仮)工事着手～完了

3月11月

令和5年度

1月 2月8月 9月 10月 12月7月
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（参考）これまでの経過
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第１回 ワークショップ（令
和３年９月４日）
テーマ「インクルーシブ公園
整備に向けたワークショッ
プ」
〇インクルーシブとは
〇キックオフ
〇インクルーシブ遊具設置候
補の公園案

02

第２回 ワークショップ（令
和３年１１月７日）
テーマ「インクルーシブ公園
整備に向けたワークショッ
プ」
〇１回目のおさらい
〇冒険遊び場、つちのこひろ
ばのご紹介
〇ハード面・ソフト面の説明
⇒ハード面の整備

03

説明会及びオープンハウスア
ンケート（令和４年８月２７
日）@谷保第四公園
〇これまでの経過についての
説明会を実施。
〇遊具が設置可能なエリアを
５つに分け、それぞれのゾー
ンで３～４種類の市で選定し
た遊具の内どれがよいかアン
ケート調査実施

04

アンケート調査（令和４年９月１日～９月３０日）
〇対象︓公立小学校・保育園、放課後等デイサービス、

児童発達支援事業所、つちのこ広場、冒険遊
び場、子ども食堂、市役所内窓口の計36施設
等に対してアンケート実施

〇回答方法︓①紙での配布・収集 ②シール張り
（公立小学校等）

〇結果報告方法︓①ＨＰ ②谷保第四公園 ③窓口
〇集計数︓最大で2,150票集計した
〇各ゾーンで１番人気の遊具を把握した。

05

設計（令和４年１０月～
令和５年5月）

〇アンケート結果に基づき、
設計
〇１つのエリア（♢）は削除
理由︓エリアが狭く公園空間
を圧迫する可能性大。既設小
型遊具を移設した方がより遊
具ゾーンとして移設後のエリ
アの活用を図れる。
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次のページからは、過去の資料となります



インクルーシブ公園整備に向けた
ワークショップ（第１回）

国立市 生活環境部 環境政策課 花と緑と水の係

令和３年９月４日（土）午後１時～３時
ＺＯＯＭにて



目次

9

１. はじめに ～インクルーシブとは～ ・・・Ｐ2,3
２. ワークショップの目的 ・・・Ｐ4
３. インクルーシブ遊具設置候補の公園（案） ・・・Ｐ5,6
４. インクルーシブ遊具設置 参考イラスト ・・・Ｐ7～10
５. 今後の予定 ・・・Ｐ11
６. ワークショップ（司会︓Slow Innovation株式会社 加生様）



© Presentation Design

1. はじめに ～インクルーシブとは～
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インクルーシブとは

インクルーシブ（Inclusive）は「包括的な、全てを含む」という意味です。多様性を尊重する価値
観が世界中で高まっている中、日本でもこの言葉が広がりつつあります。

国立市でも、平成３０年度に「国立市人権を尊重し多様性を認め合う平和なまちづくり基本条例」を
制定し、「ソーシャル・インクルージョン」を理念としています。
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1. はじめに ～インクルーシブとは～
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公園におけるインクルーシブ

「しょうがいの有無を問わず、あらゆる子どもがともに遊び、学べること」がインクルーシブの根源
です。しょうがいをもつ子どもは、従来の公園においては同世代の子どもたちと接点をもち、出会い
や成長を共にする機会が限られていました。

様々なしょうがいに対する先入観を減らし、関心を高め、誰もが楽しく気兼ねなく過ごせる遊び環境
がいま公園に求められています。

大部分の人には使えるが、一部の人には
使いづらい、入りにくい

だれもが使いやすい環境へ︕
配慮はするけど区別はしない︕︕
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2. ワークショップの目的
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〇様々な立場の方との出会いと対話を通じ、「公園」に関する様々な
意見交換を行いながら、未来の新しいスタイルの公園について考え
ていく。

〇今日はキックオフ
〇今日の市民の声を元に、行政・企業が連携しながら、実現に向けた
協力体制と機運を醸成していく。

アクセスしやすく
して欲しい・・・

保護者が見守りやすく
して欲しい・・・



© Presentation Design

３. インクルーシブ遊具設置候補の公園（案）
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1 谷保第四公園（富士見台2-49）

メリット︓市内全体からの来園がスムーズ
デメリット︓
①周りに柵等の対策をしないと飛び出しの恐れがあり危険
②市役所駐車場からの来園だと、段差がいくつもあり整備
が必要（補助金対象外）

2 流域下水道処理場広場（泉1-24-45）

メリット︓処理場上部にあり、飛び出しでの危険性は低い
デメリット︓
①立地的に来園しづらい場所にある
②都より占用しており、遊具設置条件が厳しい可能性がある
③来園にあたり、スロープでの相互通行がギリギリのため、
事故の危険性がある

令和５年度を目標に、市では駐車場のある２公園を候補としてインクルーシブ遊具の設置を検討中

～あくまでも案ですので、自由にご意見ください～
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国立市公園案内 図

日 野 市

立 川 市

国 分 寺 市

府
中
市

0 100 500 1000
m

国立駅

西国立駅

矢川駅

谷保駅

谷保第六公園

谷保第四公園

谷保第三公園

谷保第二公園
谷保第一公園

谷保第五公園

富士見公園

北第一公園 北第二公園

東児童公園

西児童公園

浄水公園

緑川東公園

緑川西公園

泉南公園

北遊園

北いちょう遊園 立東遊園

北緑地
北ちびっこ遊園

あさひ遊園

たまらん坂遊園

東児童遊園

東ちびっこ遊園

東くりの木遊園大学通り遊園

北かえで遊園

西さざんか遊園
西柳遊園

富士見台東遊園

西つつじ遊園

西の原遊園 矢川上公園

石田第一遊園

谷保東遊園

天神下遊園

上新田
第二遊園 坂下遊園

上新田第三遊園

一本松遊園

滝之院遊園
栗原第一遊園

上峯下第二遊園

石神遊園

下峯下遊園

下峯下第二遊園
中峯下遊園青柳台遊園

青柳北遊園
青柳遊園

青柳台第二遊園

泉東遊園

泉第一遊園

泉第二遊園

矢川遊園

青柳北第二遊園 石田遊園 矢川いこいの広場

流域下水道処理場広場

ちびっこ広場49号

城山公園

上新田遊園
上の下遊園

ママ下湧水公園

四軒在家公園

谷保緑地

青柳北緑地

東一丁目遊園

東さくら遊園

三小通り遊園

中ふれあい公園

中児童遊園

北一丁目第一遊園

寺の下親水公園
泉中央遊園

栗原第二遊園 谷保駅南口緑地

ちびっこ広場24号

ちびっこ広場55号

ちびっこ広場56号
（志水さんちの草木園）

谷保東第二遊園
下新田遊園

ポッポ道

河川敷公園

凡例

「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図25000を複製したものである。（承認番号 令元情複、第857号）」※承認を得て作成した複製品を第三者がさらに複製する場合には、国土地理院の長の承認を得なければならない。

･･･トイレ
･･･オストメイト

･･･AED
･･･だれでもトイレ
･･･自動販売機
･･･噴水
･･･乳幼児用遊具
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４.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト①（谷保第四公園）
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イラスト作成（株式会社 コトブキ）

※予算次第で遊具が変更される可能性があります。
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４.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト② （谷保第四公園）

16
※予算次第で遊具が変更される可能性があります。

イラスト作成（日都産業 株式会社）
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４.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト③（流域下水道処理場広場）
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イラスト作成（株式会社 コトブキ）

※予算次第で遊具が変更される可能性があります。
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４.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト④（流域下水道処理場広場）

※予算次第で遊具が変更される可能性があります。

イラスト作成（日都産業 株式会社）
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５. 今後の予定
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工事

令和5年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和4年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

区市町村だれもが遊べる児童遊具
広場事業　申請

今後の管理方針等検討

コミュニティ助成事業申請

内　容

ワークショップ等(2~3回）
（市報・HP周知）
工事内容決定

工事設計

3月11月

令和3年度

1月 2月8月 9月 10月 12月7月4月 5月 6月

ワークショップでのみなさまのご意見を反映させながら、

公園の選定・遊具の選定を行っていきます︕

今後のワークショップはこうして欲しい･･･等の要望もご意見下さい︕︕



みんなの公園をみんなでつくろう!!
～インクルーシブ公園整備に向けた
ワークショップ（第2回）～
令和３年11月7日(日)午後１時～３時

ＺＯＯＭにて

国立市 生活環境部 環境政策課 花と緑と水の係
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1. はじめに ～インクルーシブとは～
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インクルーシブとは

インクルーシブ（Inclusive）は「包括的な、全てを含む」という意味です。多様性を尊重する価値
観が世界中で高まっている中、日本でもこの言葉が広がりつつあります。

国立市でも、平成３０年度に「国立市人権を尊重し多様性を認め合う平和なまちづくり基本条例」を
制定し、「ソーシャル・インクルージョン」を理念としています。
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国立市らしい
インクルーシブな公園とは︖︖
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２.１回目のワークショップのみなさまのご意見（公園に何を求める︖）

24

No. チーム1 チーム2 チーム3 チーム4 チーム5

1
森など自然豊かで遊びを考える、ただす
ごせる

閉鎖的じゃない柵、生垣など（緑の壁） 理学療法士、作業療法士 水(噴水、ミスト) 立って遊べる砂場

2 門番や人が居て欲しい 火が焚ける 見守りボランティア 高低差がある どろんこ遊び
3 駐車場 芝生 柵　囲い 自然と遊具の融合 シール貼り

4 寝泊まりできる（テントとか） ベンチ多め、自販機 城山公園 馬と一緒に森づくり
みんなで作り上げていくイベントができ
る場所

5 使いやすく綺麗なトイレ
テーブルでおやつ食べられる、ほっとで
きる

木の遊具 子どもがお手伝いできる環境 誰もが使える清潔なトイレ

6 おむつ・お尻拭きが売っている 立ってできる砂場 城山に駐車場冒険遊び場を常設にする 生き物がいる
大人も来てもらえる公園であってほし
い。畑ができる。

7
おむつ交換の台（立ったまま交換できる
とか色々）

国立の自然を感じる くにっこバスが公園を巡回 日陰がある 車いすの人も畑などできる工夫

8 「ちょっと見てて」とお願いできる人 どろんこ遊びができる
トイレの配慮（女性用に男の子トイレ設
置）

遊び方に正解がない、自然の遊具 大人が見守れるベンチ

9 可搬式（動かせる）ミスト付きベンチ 用水を生かす
キッチンスペース（郷の家）でWSをす
る

芝生
駐車場、トイレ、柵のある遊ぶゾーンの
配置や段差の解消

10 屋根付き（天候に限らず遊べる広場） きっかけ（シール張りなど） 自転車の練習が出来る舗装されてる公園 キレイで安全なトイレ 水遊びできる場所

11
心落ち着けて過ごせる場所などゾーニン
グ

何人かで一緒に乗れる遊具 大きい子供の遊べるサイクリングコース 子どもが主体的に動ける環境 日よけ

12 ドッグラン 補助スタッフの常駐
一橋と連携して、土日大学エリアを使わ
せてもらう

イベントデーの設置

13 ふれあい動物 ナイター設備
地面や壁が柔らかい、砂場や水遊びが出
来る

行かされる公園ではなく行きたい公園

14 安全に走り回れる場所
木登りができる、畑がある、動植物があ
る

15 トランポリン
16 温泉
17 プレイパークの人が来る

18
水と自然と動物がいて子供が主体的に動
ける

19
トランポリンや芝生など遊び方に正解が
ないある公園
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３. インクルーシブデザインの遊び場の５原則
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アクセシビリティ

誰もが公平にアクセスでき、最大限に自立して遊びに参加できるよう、物理的環境を整える。

選択肢

誰もが自分の好きな遊びを見つけ、さまざまな力を伸ばせるよう、

多彩な遊び要素とチャレンジの機会を提供する。

インクルージョン

誰もが対等に遊びに参加し関わることで相互理解が深まるよう、インクルーシブな環境をつくる。

安心・安全

誰もが重大な危険にさらされることなく、のびのびと遊べるよう、細やかな配慮と工夫を凝らす。

楽しさ︕

誰もがワクワクしながら自らの世界を大きく広げられるよう、遊びの価値の高い環境を目指す。

ユニバーサルデザインの遊び場は、しょうがいの有無などを問わずあらゆる子どもが
自分の力を生き生きと発揮しながらさまざまな友だちと共に遊び学べる場所です。

インクルーシブデザインの遊び場の５原則

参照文献︓「すべての子どもに遊びを ユニバーサルデザインによる公園の遊び場づくりガイド」
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４. 遊び場づくりの実践に向けたキーワード

26

５原則をもとに、前回のみなさんの遊び場をつくる上で大切にしたいキーワードを書き出しました。

アクセシビリティ

選択肢

インクルージョン

安心・安全

楽しさ!!

□立地
・駐車場
・使いやすく綺麗なトイレ
（女性用に男の子トイレ設置）
・おむつ交換の台
・くにっこバスが公園を巡回

□遊びへの参加
市）遊び場全体をアクセシブルな
ルートでつなぎ、誰もが利用出来
る遊具や遊び要素を取り入れる

□自立
・子どもが主体的に動ける環境

□遊び要素
・何人かで一緒に乗れる遊具
・砂場（どろんこ遊び）や水遊びが
出来る

□住民参加
市）ワークショップの開催

□ニーズの把握
市）あらゆる人が安心して遊び場を利
用できるよう、多様な人の特性やニー
ズを的確に把握し、設計に反映する

□遊びの価値・自由
・行かされる公園ではなく行きたい公園
・トランポリンや芝生など遊び方に正解がない公園

□段階的選択肢
市）自分に合った遊び方や挑戦のレ
ベルを選べるよう、サポートの度合
いや難易度が段階的に異なる遊びを
設ける

□エリア分け
・心落ち着けて過ごせる場所など
ゾーニング
・遊ぶゾーンの配置や段差の解消

□関わり
・立って遊べる砂場

□尊厳
市）しょうがいが強調されたり、特
別視されたりすることなく、誰もが
対等で尊重し合えるよう公平でさり
げない工夫をする

□ハザードとリスク・見守り
・安全に走り回れる場所
・地面や壁が柔らかい
・ベンチ（大人が見守れる、清潔、可搬式ミスト付き等）や自動販売機
・閉鎖的じゃない柵、生垣など（緑の壁）
・テーブルでおやつ食べられる、ほっとできる
・日よけ

□プログラム
市）公園へ来訪し遊びに参加しやすいよう、さまざまな子ども
や家族に向けた魅力的なプログラムを提供する
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５. ご紹介（城山公園 くにたち冒険遊び場の会）

27

自然を活かしたインクルーシブな遊ぶ活動は、既に行われています︕︕

【くにたち冒険遊び場の会】
毎週日曜日開催
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５. ご紹介（城山公園 つちのこひろば）

28

自然を活かしたインクルーシブな遊ぶ活動は、既に行われています︕︕

【つちのこひろば】
毎週火曜日開催



© Presentation Design

６.国立らしいインクルーシブ公園づくり

29

ハード面 インクルーシブ遊具を公園
に設置する

しょうがいの有無を問わず、誰もが楽しく気兼ねなく過ご
せる遊び環境の整備。

ソフト面 城山公園での活動のような事業
の広報・事業拡大のお手伝い

他部署との連携をとりながら、既にインクルージョンな活動
をしている事業の支援を整備

ハード面とソフト面の整備を検討する

ソフト面の整備には時間がかかる…
まずは、ハード面を整備し、ソフト面の整備を検討していきます。
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７. 今後の予定

30

今回のワークショップでは、赤文字部について、話し合いたいと考えています。

ソ
フ
ト
面
の
整
備

公園・遊具の決定

ハ
ー
ド
面
の
整
備

城山公園での活動のような事業
の広報・事業拡大のお手伝い

補助金（区市町村だれもが遊べる児
童遊具広場事業）申請

2回目で出た案をブラッシュ
アップした後、広く意見聴取
（方法は要検討）

内　容

ワークショップ

公園・遊具の検討

3月11月

令和3年度

1月 2月8月 9月 10月 12月7月4月 5月 6月 11月 12月 1月 2月 3月

令和4年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

工事

令和5年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

1回目 2回目 3回目（2回目案を広く意見聴取した後、その結果を反映させた内容の報告）
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８.インクルーシブ公園の例（砧公園）

31

①複合遊具 スロープや階段で上がり、滑り台などで遊べる

②テンスピン（大人数で座り、遊具を回して遊べる） ③ブランコ（通常遊ぶ座板に加え、おわん型の座板もある）

1,500万円～2,000万円（税込）

約220万円（税込）
ゴムチップ舗装︓50万円（税込） 252万円（税込）
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８.インクルーシブ公園の例（砧公園）

32

④音が鳴る遊具（鍵盤を押すとドレミファソラシド・・・となって遊べる） ⑤テーブルベンチ（車いすが近くまで寄れるようになっています）

⑥めいろ（めいろをたどっていくと、質問のパネルがあったり、猫や犬のパネルに顔を入れて変身したり・・・コミュニケーションを促す仕掛けがあります）

330万円（税込）
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国立市公園案内 図

日 野 市

立 川 市

国 分 寺 市

府
中
市

0 100 500 1000
m

国立駅

西国立駅

矢川駅

谷保駅

谷保第六公園

谷保第四公園

谷保第三公園

谷保第二公園
谷保第一公園

谷保第五公園

富士見公園

北第一公園 北第二公園

東児童公園

西児童公園

浄水公園

緑川東公園

緑川西公園

泉南公園

北遊園

北いちょう遊園 立東遊園

北緑地
北ちびっこ遊園

あさひ遊園

たまらん坂遊園

東児童遊園

東ちびっこ遊園

東くりの木遊園大学通り遊園

北かえで遊園

西さざんか遊園
西柳遊園

富士見台東遊園

西つつじ遊園

西の原遊園 矢川上公園

石田第一遊園

谷保東遊園

天神下遊園

上新田
第二遊園 坂下遊園

上新田第三遊園

一本松遊園

滝之院遊園
栗原第一遊園

上峯下第二遊園

石神遊園

下峯下遊園

下峯下第二遊園
中峯下遊園青柳台遊園

青柳北遊園
青柳遊園

青柳台第二遊園

泉東遊園

泉第一遊園

泉第二遊園

矢川遊園

青柳北第二遊園 石田遊園 矢川いこいの広場

流域下水道処理場広場

ちびっこ広場49号

城山公園

上新田遊園
上の下遊園

ママ下湧水公園

四軒在家公園

谷保緑地

青柳北緑地

東一丁目遊園

東さくら遊園

三小通り遊園

中ふれあい公園

中児童遊園

北一丁目第一遊園

寺の下親水公園
泉中央遊園

栗原第二遊園 谷保駅南口緑地

ちびっこ広場24号

ちびっこ広場55号

ちびっこ広場56号
（志水さんちの草木園）

谷保東第二遊園
下新田遊園

ポッポ道

河川敷公園

凡例

「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図25000を複製したものである。（承認番号 令元情複、第857号）」※承認を得て作成した複製品を第三者がさらに複製する場合には、国土地理院の長の承認を得なければならない。

･･･トイレ
･･･オストメイト

･･･AED
･･･だれでもトイレ
･･･自動販売機
･･･噴水
･･･乳幼児用遊具

33
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９. インクルーシブ遊具設置候補の公園（案）

34

1 谷保第四公園（富士見台2-49）
通称 ゴリラ公園

メリット︓市内全体からの来園がスムーズ
デメリット︓
①周りに柵等の対策をしないと飛び出しの恐れがあり危険
②市役所駐車場からの来園だと、段差がいくつもあり整備
が必要（補助金対象外）

2 流域下水道処理場広場（泉1-24-45）
通称 空中公園、天空公園

メリット︓処理場上部にあり、飛び出しでの危険性は低い
デメリット︓
①立地的に来園しづらい場所にある
②都より占用しており、遊具設置条件が厳しい可能性がある
③来園にあたり、スロープでの相互通行がギリギリのため、
事故の危険性がある

駐車場のある２公園を候補としてインクルーシブ遊具の設置を検討します。
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１０.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト①（谷保第四公園）

35

イラスト作成（株式会社 コトブキ）

※予算次第で遊具が変更される可能性があります。
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１０.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト①（谷保第四公園）

36

イラスト作成（株式会社 コトブキ）
約800万円（税込）最低限のマットのみ
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１０.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト①（谷保第四公園）

37

イラスト作成（株式会社 コトブキ）
約120万円（税込）
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１０.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト② （谷保第四公園）

38
※予算次第で遊具が変更される可能性があります。

イラスト作成（日都産業 株式会社）



© Presentation Design

１０.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト② （谷保第四公園）

39

イラスト作成（日都産業 株式会社）

約200万円（税込） 約85万円（税込）

約150万円（税込）

約50万円（税込）
約220万円（税込）

ゴムチップ舗装︓50万円
（税込）
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１０.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト② （谷保第四公園）

40

イラスト作成（日都産業 株式会社）
約1,500万円（税込）
ゴムマット︓180万円
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１０.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト③（流域下水道処理場広場）

41

イラスト作成（株式会社 コトブキ）

※予算次第で遊具が変更される可能性があります。



© Presentation Design

10.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト③（流域下水道処理場広場）

42

イラスト作成（株式会社 コトブキ）
約880万円（税込）
最低限のマットのみ
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10.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト③（流域下水道処理場広場）

43

イラスト作成（株式会社 コトブキ）
約300万円（税込）
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10.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト③（流域下水道処理場広場）

44

イラスト作成（株式会社 コトブキ）
約100万円（税込）
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10.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト③（流域下水道処理場広場）

45

イラスト作成（株式会社 コトブキ）
約120万円（税込）
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10.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト④（流域下水道処理場広場）

※予算次第で遊具が変更される可能性があります。

イラスト作成（日都産業 株式会社）
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10.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト④（流域下水道処理場広場）
イラスト作成（日都産業 株式会社）

約2,200万円（税
込）

ゴムマット無し
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10.インクルーシブ遊具設置 参考イラスト④（流域下水道処理場広場）
イラスト作成（日都産業 株式会社）

約220万円（税込）
ゴムチップ舗装︓
50万円（税込）



みんなの公園をみんなでつくろう!!
～インクルーシブ公園整備に向けた

説明会～
令和4年8月27日(土)午前10時～11時

＠谷保第四公園

こう えん

こう えん せい び む

せつ めい かい

れい わ ねん がつ にち ど ご ぜん じ じ

や ほ だい よん こう えん

国立市 生活環境部 環境政策課 花と緑と水の係
くにたち し せいかつかんきょうぶ かんきょうせいさくか はな みどり みず かかり
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1. はじめに ～インクルーシブとは～

51

インクルーシブとは

インクルーシブ（Inclusive）は「包括的な、全てを含む」という意味です。多様性を尊重する価値
観が世界中で高まっている中、日本でもこの言葉が広がりつつあります。

国立市でも、平成３０年度に「国立市人権を尊重し多様性を認め合う平和なまちづくり基本条例」を
制定し、「ソーシャル・インクルージョン」を理念としています。

ほう かつ てき すべ ふく い み た よう せい そん ちょう か ち

かん せ かい じゅう たか なか に ほん こと ば ひろ

くに たち し へい せい ねん ど くに たち し じん けん そん ちょう た よう せい みと あ へい わ き ほん じょう れい

せい てい り ねん
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2. 目的

52

すべての子どもが参加でき、自らの意思で遊びを選択
し、お互いを尊重し合い、楽しく安全に遊べる環境を
つくりたい︕︕

もく てき

こ さん か みずか い し あそ せん たく

たが そん ちょう あ たの あん ぜん あそ かん きょう
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３．インクルーシブ公園整備に向けたコレマデとコレカラ

53

①第１回 ワークショップ（令和３年９月４日）27名出席 ZOOM
テーマ「インクルーシブ公園整備に向けたワークショップ」
〇インクルーシブとは
〇キックオフ
〇インクルーシブ遊具設置候補の公園案（谷保第四公園・流域下水道処理場広場）

②第２回 ワークショップ（令和３年１１月７日）12名出席 ZOOM
〇１回目のおさらい
〇冒険遊び場、つちのこひろばのご紹介
〇ハード面・ソフト面の説明
⇒遊具設置の検討よりも、城山公園の活用など、ソフト面（管理人常駐など人による
管理）のブレストで意見交換をしたい方が多くいらっしゃった。

⇒一方で、まずは遊具を設置するという趣旨には賛同が多く、メリット・デメリットを
踏まえると、設置場所は隣に駐車場もある谷保第四公園が有力。

まずはインクルーシブ公園整備の第一弾として、谷保第四公園にて計画しよう︕

③説明会⇐イマココ
〇目的︓インクルーシブ公園整備に関する現状報告及びアンケートに関する要旨説明

こう えん せい び む

だい いっ かい れい わ ねん がつ にち めいしゅっせき

こう えん せい び む

ゆう ぐ せっ ち こう ほ こう えん あん や ほ だい よん こう えん りゅう いき げ すい どう しょ り じょう ひろ ば

れい わ ねん がつ にち めい しゅっ せき

かい め

ぼう けん あそ ば しょう かい

めん めん せつ めい

ゆう ぐ せっ ち けん とう じょう やま こう えん かつ よう めん かん り にん じょうちゅう ひと

かん り い けん こう かん かた おお

いっぽう ゆう ぐ せっ ち しゅ し さん どう おお

ふ せっ ち ば しょ となり ちゅう しゃ じょう や ほ だい よん こう えん ゆう りょく

こう えん せい び だい いち だん や ほ だい よん こう えん けい かく

せつ めい かい

もく てき こう えん せい び かん げん じょう ほう こく およ かん よう し せつ めい
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３．インクルーシブ公園整備に向けたコレマデとコレカラ

54

④オープンハウスアンケート
（令和４年８月２７日午後１時～４時、８月２８日午前10時～午後4時）
〇５つのエリアでインクルーシブ遊具をピックアップ。どんな遊具が良い︖

⑤アンケート（令和４年８月２９日～９月下旬）
〇対象︓各公立小学校、放課後デイサービス、市ＨＰ、市担当課窓口、児童発達支援

施設など検討中（アンケート内容は同じ）。

⑥アンケート集計（令和４年１０月初旬）

⑦アンケート結果報告（令和４年１０月初旬）

⑧説明会（令和４年度末）
〇最終的なイメージデザインのご説明。

※予算などの諸事情により、アンケート上位遊具以外も選ばれる可能性があります。

⑨工事（令和５年度中）

れい わ ねん がつ にち ご ご じ じ がつ にち ご ぜん じ ご ご じ

こう えん せい び む

ゆう ぐ ゆう ぐ よ

れい わ ねん がつ にち がつ げ じゅん

たい しょう かく こう りつ しょう がっ こう ほう か ご し し たん とう か まど ぐち じ どう はっ たつ し えん

し せつ けん とう ちゅう ない よう おな

しゅう けい れい わ ねん がつ しょ じゅん

けっ か ほう こく れい わ ねん がつ しょ じゅん

せつ めい かい れい わ ねん ど まつ

さい しゅう てき せつ めい

よ さん しょ じ じょう じょうい ゆう ぐ い がい えら か のう せい

こう じ れい わ ねん ど ちゅう
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４. インクルーシブ公園の例（砧公園）

55

①複合遊具 スロープや階段で上がり、滑り台などで遊べる

②テンスピン（大人数で座り、遊具を回して遊べる） ③ブランコ（通常遊ぶ座板に加え、おわん型の座板もある）

こう えん れい きぬた こう えん

ふく ごう ゆう ぐ かい だん あ すべ だい あそ

おお にんずう すわ ゆう ぐ まわ あそ つうじょう あそ ざ いた くわ がた ざ いた
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４. インクルーシブ公園の例（砧公園）

56

④音が鳴る遊具（鍵盤を押すとドレミファソラシド・・・となって遊べる）

⑤めいろ（めいろをたどっていくと、質問のパネルがあったり、猫や犬のパネルに顔を入れて変身したり・・・コミュニケーションを促す仕掛けがある）

こう えん れい きぬた こう えん

おと な ゆうぐ けんばん お あそ

しつもん ねこ いぬ かお い へんしん うなが し か
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5-1．アンケート内容について

57
５つのゾーンで、設置出来る遊具を色々なメーカーから選びました。どんな遊具が良い︖

ない よう

せっ ち で き ゆう ぐ いろ いろ えら ゆう ぐ よ

特徴
とくちょう

：回転
かいてん
系
けい
遊具
ゆ う ぐ
 特徴

とくちょう
：ブランコ 

特 徴
とくちょう

： 車
くるま

いす利 用 者
りようしゃ

でも遊あそべる 

            砂 場
すなば

 

特 徴
とくちょう

：コミュニケーション 

       がとれる遊具
ゆうぐ

 

特 徴
とくちょう

：音
おと

が出る
で

遊具
ゆうぐ
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①

② ③

新規
し ん き
遊具
ゆ う ぐ
の特徴

とくちょう
︓車

くるま
いす利用者

りようしゃ
でも遊

あそ
べる砂場

す な ば
 

砂場
す な ば

ゾーン（①～③で好
す

きなものに〇
まる

してね） 

・同
おな
じ空間

くうかん
で程

ほど
よい距離感

きょりかん
を保

たも
てるため、人付

ひ と づ
き合

あ
いが苦手

に が て
な子

こ
も安心

あんしん
して遊

あそ
べる。 ・既設

き せ つ
の砂場

す な ば
と併設

へいせつ
するので選

えら
んで遊

あそ
べる。 ・車

くるま
いすにのったまま遊

あそ
べる。 

５-2.
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♧（クローバー）ゾーン（①～④で好きなものに〇してね）

59

①

② ③ ④

す まる

新規
し ん き
遊具
ゆ う ぐ
の特徴

とくちょう
︓コミュニケーションがとれる遊具

ゆ う ぐ
 

・複
ふく
数人
すうにん

で同時
どうじ
に遊

あそ
べるため、コミュニケーションが生

う
まれる。 

・日 常
にちじょう

では味
あじ
わえない浮遊感

ふゆうかん
を楽

たの
しめる。 

・ 車
くるま
いすから移乗

いじょう
して遊

あそ
べる。手

て
すりを使

つか
って安全

あんぜん
に乗

の
り降

お
りできる 

・気持
き も
ちを落

お
ち着

つ
かせたり、日

ひ
かげでリラックスできる場所

ば し ょ
になる。 

・大
おお
きなスロープは車

くるま
いすや歩行器

ほ こ う き
使用者
しようしゃ

でも簡単
かんたん

にアクセス可能
か の う
。 

・2種類
しゅるい

のスライダーやパネルなどの遊
あそ
びアイテムもある。 

・親子
お や こ
でも、子

こ
ども同士

ど う し
でも、一人

ひ と り
でも遊

あそ
べる。 

・低反発
ていはんぱつ

で圧力
あつりょく

のかかった部分
ぶ ぶ ん
のみ変形

へんけい
するので、隣

となり
の子

こ
が跳

は
ね飛

と
ばさ 

 れる心配
しんぱい

なし。 

５-３.
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♤（スペード）ゾーン（①～③で好きなものに〇してね）
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①

② ③

す まる

新規
し ん き
遊具
ゆ う ぐ
の特徴

とくちょう
︓回転

かいてん
系
けい
遊具
ゆ う ぐ
 

・内向
う ち む
きに座

すわ
るので、お互

たが
いの表 情

ひょうじょう
を見ながら回転

かいてん
する感覚

かんかく
を楽
たの
しめる。 

・車
くるま
いすから乗

の
り移
うつ
りしやすく、背

せ
もたれの高

たか
いシートがあるので、姿勢

し せ い
の保持

ほ じ
が難

むずか
しい子

こ
も安定
あんてい

して座
すわ
ることができる。 

・保護者
ほ ご し ゃ

の見守
み ま も
り場

ば
や休憩

きゅうけい
場所
ば し ょ
としてサークル型

がた
のベンチに座

すわ
れる。 

・外
そと
向
む
きに座

すわ
るので、乗

の
る子

こ
と回

まわ
す子

こ
でお互

たが
いの表 情

ひょうじょう
を見

み
ながら遊

あそ
べる。 

・自力
じ り き
で乗

の
り降

お
りしやすく、車

くるま
いす置場

お き ば
や杖掛

つ え か
けの表示

ひょうじ
を設

もう
けて多様

た よ う
な人

ひと
が遊

あそ
べることを伝

つた
える。 

・保護者
ほ ご し ゃ

の見守
み ま も
り場

ば
や休憩

きゅうけい
場所
ば し ょ
としてベンチに座

すわ
れる。 

・シートに座
すわ
ったり、てすりにつかまったりと、自分

じ ぶ ん
に合

あ
った方法

ほうほう
でくるくる回転

かいてん
させて遊

あそ
びます。 

・日
ひ
かげの中、保護者

ほ ご し ゃ
の見守

み ま も
り場

ば
や休憩

きゅうけい
場所
ば し ょ
としてベンチに座

すわ
れます。 

５-４.
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♡（ハート）ゾーン（①と②で好きなものに〇してね）

61

① ②

新規
し ん き
遊具
ゆ う ぐ
の特徴

とくちょう
︓ブランコ 

す まる

・２種類
しゅるい

のシートが横並
よこなら

び。みんなが同
おな
じ楽

たの
しさを共有

きょうゆう
できる。 

（砂場
す な ば
横
よこ
にある既存

き ぞ ん
ぶらんこはそのまま使

つか
えるので、通常

つうじょう
の座板

ざ い た
はそちらで使用

し よ う
可能
か の う
。） 

・ゴム舗装
ほ そ う
でぬかるみなどができにくい。シート周

まわ
りには乗

の
り移

うつ
りやサポートしやすい領域

りょういき
を確保

か く ほ
。 

・姿勢
し せ い
の保持

ほ じ
が難

むずか
しい子

こ
も、寝

ね
そべってブランコ遊

あそ
びができる。 

・複
ふく
数人
すうにん

で一緒
いっしょ

に触
ふ
れ合

あ
いながら、揺

ゆ
られて遊

あそ
べる。 

５-５.
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♢（ダイヤ）ゾーン（①～③で好きなものに〇してね）

62

★ ▲
■

①

② ③

す まる

新規
し ん き
遊具
ゆ う ぐ
の特徴

とくちょう
︓音

おと
が出

で
る遊具

ゆ う ぐ
 

★手先
て さ き
を動

うご
かして遊

あそ
ぶパネルでは聴覚

ちょうかく
や色彩

しきさい
感覚
かんかく

を養え、パネルの間
あいだ
にベンチも設置

せ っ ち
している。 

▲大
おお
きさの異

こと
なる３つのコンガを叩

たた
いて遊

あそ
べる。聴覚

ちょうかく
に働
はたら
きかけ、脳

のう
を活性化

かっせいか
させます。 

■中
なか
に入

はい
って１人

ひ と り
の空間

くうかん
を楽

たの
しめます。気持

き も
ちを落

お
ち着

つ
かせる空間

くうかん
となる。 

・音階
おんかい

に並
なら
んだパイプを鳴

な
らして音楽

おんがく
を奏でることができます。 

・車
くるま
いす利用者

りようしゃ
はもちろん、乳幼児

にゅうようじ
も一緒

いっしょ
に遊

あそ
べます。 

・複数
ふくすう

の子
こ
ども達

たち
が同時

ど う じ
に遊

あそ
ぶことで自然

し ぜ ん
にコミュニケーションが生

う
まれます。 

・既設
き せ つ
の遊具

ゆ う ぐ
を移設

い せ つ
する案

あん
。遊具

ゆ う ぐ
ゾーンをなるべく集

あつ
めることで、空

あ
いたスペースは走

はし
り回

まわ
れるスペースとすることができる。 

５-６.



みんなの公園をみんなでつくろう!!
～インクルーシブ公園整備に向けたアンケート～

谷保第四公園（通称ゴリラ公園）

国立市 生活環境部 環境政策課 花と緑と水の係

ねが

つう しょうや ほ だ い こ う え ん

くにたち し せいかつかんきょうぶ かんきょうせいさくか はな みどり みず かかり

こ う え ん

こ う え ん せ い び

こ う え ん

アンケート結果発表



すなば

５つのゾーンで、どのようなインクルーシブ公園遊具が良いかを選んでいただきました。
こうえん ゆう ぐ よ えら

インクルーシブ公園整備アンケート結果イメージデザイン
こうえんせいび けっか
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新規
し ん き
遊具
ゆ う ぐ
の特徴

とくちょう
︓車

くるま
いす利用者

りようしゃ
でも遊

あそ
べる砂場

す な ば
 

・同
おな
じ空間

くうかん
で程

ほど
よい距離感

きょりかん
を保

たも
てるため、人付

ひ と づ
き合

あ
いが苦手

に が て
な子

こ
も安心

あんしん
して遊

あそ
べる。 ・既設

き せ つ
の砂場

す な ば
と併設

へいせつ
するので選

えら
んで遊

あそ
べる。 ・車

くるま
いすにのったまま遊

あそ
べる。 

1. 砂場ゾーン（全1,211票）
すな ば ぜん ぴょう

①

② ③

360票

471票 380票
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新規
し ん き
遊具
ゆ う ぐ
の特徴

とくちょう
︓コミュニケーションがとれる遊具

ゆ う ぐ
 

・複
ふく
数人
すうにん

で同時
どうじ
に遊

あそ
べるため、コミュニケーションが生

う
まれる。 

・日 常
にちじょう

では味
あじ
わえない浮遊感

ふゆうかん
を楽

たの
しめる。 

・ 車
くるま
いすから移乗

いじょう
して遊

あそ
べる。手

て
すりを使

つか
って安全

あんぜん
に乗

の
り降

お
りできる 

・気持
き も
ちを落

お
ち着

つ
かせたり、日

ひ
かげでリラックスできる場所

ば し ょ
になる。 

・大
おお
きなスロープは車

くるま
いすや歩行器

ほ こ う き
使用者
しようしゃ

でも簡単
かんたん

にアクセス可能
か の う
。 

・2種類
しゅるい

のスライダーやパネルなどの遊
あそ
びアイテムもある。 

・親子
お や こ
でも、子

こ
ども同士

ど う し
でも、一人

ひ と り
でも遊

あそ
べる。 

・低反発
ていはんぱつ

で圧力
あつりょく

のかかった部分
ぶ ぶ ん
のみ変形

へんけい
するので、隣

となり
の子

こ
が跳

は
ね飛

と
ばさ 

 れる心配
しんぱい

なし。 

2. ♧（クローバーゾーン）（全1,686票）

①

② ③ ④

No.４ 242票

250票 484票 710票

ぜん ぴょう
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新規
し ん き
遊具
ゆ う ぐ
の特徴

とくちょう
︓回転

かいてん
系
けい
遊具
ゆ う ぐ
 

・内向
う ち む
きに座

すわ
るので、お互

たが
いの表 情

ひょうじょう
を見ながら回転

かいてん
する感覚

かんかく
を楽
たの
しめる。 

・車
くるま
いすから乗

の
り移
うつ
りしやすく、背

せ
もたれの高

たか
いシートがあるので、姿勢

し せ い
の保持

ほ じ
が難

むずか
しい子

こ
も安定
あんてい

して座
すわ
ることができる。 

・保護者
ほ ご し ゃ

の見守
み ま も
り場

ば
や休憩

きゅうけい
場所
ば し ょ
としてサークル型

がた
のベンチに座

すわ
れる。 

・外
そと
向
む
きに座

すわ
るので、乗

の
る子

こ
と回

まわ
す子

こ
でお互

たが
いの表 情

ひょうじょう
を見

み
ながら遊

あそ
べる。 

・自力
じ り き
で乗

の
り降

お
りしやすく、車

くるま
いす置場

お き ば
や杖掛

つ え か
けの表示

ひょうじ
を設

もう
けて多様

た よ う
な人

ひと
が遊

あそ
べることを伝

つた
える。 

・保護者
ほ ご し ゃ

の見守
み ま も
り場

ば
や休憩

きゅうけい
場所
ば し ょ
としてベンチに座

すわ
れる。 

・シートに座
すわ
ったり、てすりにつかまったりと、自分

じ ぶ ん
に合

あ
った方法

ほうほう
でくるくる回転

かいてん
させて遊

あそ
びます。 

・日
ひ
かげの中、保護者

ほ ご し ゃ
の見守

み ま も
り場

ば
や休憩

きゅうけい
場所
ば し ょ
としてベンチに座

すわ
れます。 

３. ♤（スペードゾーン）（全2,150票）

①

② ③

261票

ぜん ぴょう

340票 1,549票
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新規
し ん き
遊具
ゆ う ぐ
の特徴

とくちょう
︓ブランコ 

・２種類
しゅるい

のシートが横並
よこなら

び。みんなが同
おな
じ楽

たの
しさを共有

きょうゆう
できる。 

（砂場
す な ば
横
よこ
にある既存

き ぞ ん
ぶらんこはそのまま使

つか
えるので、通常

つうじょう
の座板

ざ い た
はそちらで使用

し よ う
可能
か の う
。） 

・ゴム舗装
ほ そ う
でぬかるみなどができにくい。シート周

まわ
りには乗

の
り移

うつ
りやサポートしやすい領域

りょういき
を確保

か く ほ
。 

・姿勢
し せ い
の保持

ほ じ
が難

むずか
しい子

こ
も、寝

ね
そべってブランコ遊

あそ
びができる。 

・複
ふく
数人
すうにん

で一緒
いっしょ

に触
ふ
れ合

あ
いながら、揺

ゆ
られて遊

あそ
べる。 

４. ♡（ハートゾーン）（全1,994票）

① ②1,137票 857票

ぜん ぴょう
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★ ▲
■

新規
し ん き
遊具
ゆ う ぐ
の特徴

とくちょう
︓音

おと
が出

で
る遊具

ゆ う ぐ
 

★手先
て さ き
を動

うご
かして遊

あそ
ぶパネルでは聴覚

ちょうかく
や色彩

しきさい
感覚
かんかく

を養え、パネルの間
あいだ
にベンチも設置

せ っ ち
している。 

▲大
おお
きさの異

こと
なる３つのコンガを叩

たた
いて遊

あそ
べる。聴覚

ちょうかく
に働
はたら
きかけ、脳

のう
を活性化

かっせいか
させます。 

■中
なか
に入

はい
って１人

ひ と り
の空間

くうかん
を楽

たの
しめます。気持

き も
ちを落

お
ち着

つ
かせる空間

くうかん
となる。 

・音階
おんかい

に並
なら
んだパイプを鳴

な
らして音楽

おんがく
を奏でることができます。 

・車
くるま
いす利用者

りようしゃ
はもちろん、乳幼児

にゅうようじ
も一緒

いっしょ
に遊

あそ
べます。 

・複数
ふくすう

の子
こ
ども達

たち
が同時

ど う じ
に遊

あそ
ぶことで自然

し ぜ ん
にコミュニケーションが生

う
まれます。 

・既設
き せ つ
の遊具

ゆ う ぐ
を移設

い せ つ
する案

あん
。遊具

ゆ う ぐ
ゾーンをなるべく集

あつ
めることで、空

あ
いたスペースは走

はし
り回

まわ
れるスペースとすることができる。 

５. ♢（ダイヤゾーン）（全1,348票）

①

② ③

807票

ぜん ぴょう

383票 158票



アンケートにご回答いただいたみなさま、ご協力ありがとうございました。

アンケート結果や自由意見で頂いたお声を踏まえ、より良いインクルーシブ
公園の整備に向けて引き続き検討してまいります。

70

アンケート期間︓令和4年9月1日～9月30日
アンケート対象︓公立小学校・保育園、放課後等デイサービス、児童発達支援事業所、つちのこ広場、

冒険遊び場、子ども食堂、市役所内窓口、谷保第四公園現場アンケート（順不同）


